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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,1960 3,1718 -0,02 3,0978 +0,07

対円 JPY 38,85 39,06 +0,21 39,60 -0,54

対ユーロ BRL 3,4615 3,4699 +0,0084 3,5172 -0,0473

対ドル JPY 124,27 123,89 -0,3800 122,71 +1,1800

対ユーロ JPY 134,52 135,48 +0,96 139,28 -3,80

Index 51.600 51.474 -126 53.749 -2.275

bps 271,4 267,0 -4,4 240,8 +26,2

% 12,46 12,34 -0,12 12,61 -0,27

% 13,58 13,58 +0,00 14,20 -0,62

% 0,295 0,294 -0,001 0,281 +0,013

Index 211,8 212,0 +0,2 222,1 -10,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットサマリー

Bovespa（ブラジル株価指数）

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）

Brazil 10yrs Gov. Bond

　　マーケットデータ

Sumitomo Mitsui Banking Corporation Brazil    DAILY MARKET REPORT
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昨日のドルレアルスポット相場は、取引材料に欠ける中、ドル買いポジションを縮小する動きが優勢となり
ドル売りが進行。一時３．１６台前半までドル安レアル高となった。但し、来週に控えているＦＯＭＣにて再び
利上げに向けた議論が活発化すれば、ドルは早晩反転する可能性があり得る。セントルイス連銀のブラード
総裁は２０日、「９月に利上げに踏み切る確率は五分五分を上回る」と発言。一方、マーケットでは１２月利上
げを予想する声がやや優勢という印象。ブラジル中銀のＶｏｌｐｏｎ理事は、２０１６年にインフレ率を政府目標
の４．５％に収斂させる見通しが固まれば、追加で大幅な利上げを行う必要はなくなるとの認識を示している
ものの、仮にインフレ見通しが改善しなければ引き続き利上げを継続すべきとも言明しており、高金利通貨
への投資（キャリートレード）がレアル高を誘発する局面も目先は想定される。

ブラジル政府は、税収の落ち込みを受けて２０１５年のプライマリーバランス黒字目標を引き下げる一方、
緊縮財政策へのコミットメントを引き続き示すため新たな歳出削減策を公表する模様。現在の黒字目標は
６６３億レアルで、対ＧＤＰ比１．１％。ブラジル経済が今年２％程度のマイナス成長になるとの見通しを踏ま
えると、対ＧＤＰ比で０．６－０．８％程度へ下方修正される可能性が高い。財政目標が公式に変更されるか
どうかは２２日までに決定される見通し。


